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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第8回院内研修

　日時：1/16(火)・1/17(水)　17：30～18：30　　場所：メンタルケア病棟3階　会議室

　テーマ：接遇について（クレーム対応）　　　　講師：荒木田　晃次さん

・看護グループ研修

　日時：1/22(月)　17：15～　　　　場所：病院2階　会議室

　テーマ：フォーローアップ研修　　講師：相馬SGM　　対象者：介護新人・初級スタッフ

・1月の1週目は正月期間となり、委員会などの予定が1週間ずれ込むため、各自で委員会の日時の確認をすること。
・1月から灯油が直接、青陽館に配達されることになる。保管場所は外の階段下。盗難の可能性があるため、施錠を忘れずに行うこと。
・書類提出について

　疾患別診療計画書、12月経過録は本日までとなっているので、小嶋SGMに報告すること。

・インフルエンザの感染者が南山苑で8名だが、徐々に増えている。感染拡大防止のため、病院は本日より面会制限を行う。青陽館での感染者は千葉輝夫様、小泉晋哉様は母様がインフルエンザに感染し、本人も風邪症状があると話しているため、感染の可能性もある。利用者様への対応として、発熱していなくても風邪症状がある場合にはマスク着用していただき、来所時などは手洗い、うがいを徹底すること。マスクや手指消毒液などが不足しないように、必要物品の発注を行うこと。

・上川原豊様の外来受診時間は12：30と決まっているが、11：30などに外来にいることがあるため、青陽館を出る時間は12：10とし、徹底していく。

・1/10（水）は小嶋SGMが公休となっているため、物品発注など忘れずに行うこと。

・金田光希様の対応について

1/9（火）と1/11（木）に体験利用を行い、体験利用を行った後に正式利用を検討し、早ければ来週より利用開始予定。正式利用が決定した際には、利用目的、目標の確認を行うが、暴力行為のある方なので、利用契約時には、本人、母様に暴力行為があれば、即退所となる旨を説明すること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・曽我　泰庸　様～定時になっても来所しない為電話連絡すると、自宅におり、デイケアの通所日であることを伝えると無言になっている。その後「寒いから休む」と話し、次回の来所日を尋ねると「金曜日」と返答。次回利用日は木曜日であるため、＜11日の木曜日ですよ＞と伝えるが「いや金曜日」と繰り返しており、普段と違う様子が窺える。再度、木曜日の通所を促して電話を終了している。その後、上記内容を兄様に情報提供すると、様子を見に行ってくれるとのことで、次回来所時には、体調と利用日についての確認をしていく。
・小泉　晋哉　様～本人より架電あり、風邪症状のため欠席するとのこと。また、母様がインフルエンザに感染しており、1/15（月）診察予約しているが、どうすれば良いかとの相談がある。次回利用日の1/11（木）に、確認の電話をするとのこと。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘から情報提供があり、昨晩電子錠の所へ何度か行っており、スタッフと目が合うと電話を掛けたいと希望し、そのことをごまかすような様子が見られていたとのこと。また、電話を掛ける回数が多いことから控えるように提案すると了承しているとの情報がある。本日のデイナイトケアでは、来所後表情良くメンバーと会話しながら過ごしている。プログラムへは、途中退席することなく参加している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底していく。
・大下　良悦　様～青風荘より情報提供あり、1/9（火）がリネン交換日となっているため、昨日より表情の硬さや、動きが止まったりすることがあったとのこと。本日のデイナイトケアでも、同様の様子が見られている。

・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供あり、製氷室から手づかみで氷を取る不潔行為が見られており、注意を受けているとのこと。デイナイトケアでも同様の行為があり、都度介入しているが、本日は上記行為は見られず、トングを利用している。今後も、不潔行為が見られた場合には介入している。
・千葉　輝夫　様～息子様よ情報提供があり、現在ショートスティを利用している施設でインフルエンザが発生しており、本人も昨日から38℃台の発熱があり、今朝は37℃台の熱があるとのことで、これから内科受診するとのことで電話を終えている。その後、まゆすい竹ヶ原様より、息子様から連絡があり、伴内科を受診し、インフルエンザA型に罹患していたとのこと。本日から明日まで息子様が仕事を休んで看るとのことで、1/10(水)～1/13(土)は南山苑ショートステイ利用予定となっており、隔離対応するとのこと。今後、息子様と情報共有し、解熱したら連絡がほしいことを伝えている。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～1/8（月）、ぼんやりと活気のない様子で来所しており、体調を確認している。「なんも不調はないよ」と話しており、バイタルサインは体温36.4℃、血圧102/85mmHg、脈拍96回/分。夕食摂取に時間はかからず、時間が経過しても不調を訴えることはないが、活気のなさは継続している。不調を感じた際には無理せず相談し、病院受診を検討してみるよう促すと「わかった」と話している。
・村上　元道　様～1/8（月）、来所時は自分から積極的にスタッフや他利用者に声を掛け、自身の仕事や生活のことを大きな声で話しており、気分が高揚しているように感じることを伝えると「明日初めての体験利用だから、緊張してるかもしれない」と振り返って話している。気分が高くなり過ぎないように注意し、落ち着いて体験利用を行っていくよう促すと「自分でも気を付けてるから大丈夫」と話している。以降、会話をしているが、不調や不満を一方的に話すことや話しかけが過度になることはない。

＜小笠原富治様転倒事故の振り返り＞

・事故の経緯と対応

12/28（木）、午後のプログラム中に居眠りしており、終了時、挨拶するため声がけし立ち上ろうとした際に、バランスを崩し後方1.5ｍ程後ずさりして、尻もちをつき、その反動で左側側頭部を近くの椅子に打っている。15：45バイタル測定実施し、体温37℃、血圧129/52㎜Hg、脈拍68回/分。頭部痛（－）、頭部発赤（－）、腰部痛（－）、腰部発赤（－）、本人は「痛みはない、大丈夫」と話している。田名部Ｄｒに上記内容を報告し、経過観察するよう指示がある。その後青風荘へ連絡し帰荘してからも状態観察して頂くよう伝えている。夕食は全量摂取しており、18：40体温36.7℃、血圧135/59mmHg、脈拍63回/分。帰荘時まで不調の訴えは聞かれていない。

　翌日の12/29（金）も体調変化はなく経過している。
　青風荘では、睡眠状況は良好で、最近服薬内容の変更もない。本人へは動き出す前にワンアクション取るように促していく。

・事故防止対策

　⇒プログラム終了の挨拶をする際、立ち上がって行う場合には、眠った状態から目が覚めているか確認していく。

⇒プログラム中に居眠りする利用者様への対応としては、ＳＳＴであれば、スタッフが居眠りする利用者様の隣に座る、ロールプレイを行って頂く、適宜声かけをするなど。その他のプログラムでも、居眠りなくプログラムに参加して取り組むことが出来るように工夫をしながらプログラムを行っていく。

　⇒高齢であること、精神薬を服用していること、夜間の睡眠はとれていても日中も居眠りするということについてのスタッフの意識が低かったと思われる。今後は、十分に意識して対応していく必要がある。

　⇒環境面では、出っ張りのないように、椅子などを片付けるようにする。

　⇒転倒しそうになったり、転倒した場合には、余り大騒ぎせずに本人の自尊心を傷つけないように配慮した対応を行っていく。

　⇒今回、デイナイトケアでの事故となっているが、デイケア、ナイトケアでも同様の事故が起きる可能性はある為、上記内容について全体で注意しながら業務を行っていく。
＜プログラム検討会＞

・プログラム予定表が12月のままになっていることや、内容・時間が以前指摘したままで、修正されていない。⇒修正すること。

・デイケアの再発予防プログラムのお楽しみ会について、月末に実施するため、欠席者が多く、参加者が少ないのが現状。実施日を月末・月初を避け、月の半ばにすると、計画が月末・月初となってしまう。⇒次回のプログラムでメンバーと話し合って決める。

・疾病教室と疾病教育との違いは？⇒以前にも指摘しているが、明確な理由がなければ、統一すること。

・園芸療法の企画書を徐々に作成すること。⇒OTで作成する。

・陶芸の企画書も今月中に作成する予定。⇒慶長JGMが作成。

・2月プログラムテキスト締め切り⇒1/19（金）17時までとする。

・2月祝日プログラムについて

　実施日：2月12日（月）～建国記念日振り替え休日

　【デイケア】

⇒リッツパーティ（寺地啓喜様が提案されたが、十分な準備が出来ず持ち越し）

　　　リッツクラッカーにトッピングをして食べる。トッピングを何種類か作る。
　　　何をトッピングするか等の話し合いを利用者と一緒に行い、利用者と一緒に準備をしていく。

　【デイナイトケア】

　　⇒おやつ作り：園芸療法で収穫したジャガイモを利用する。

